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利便性 だれにもやさしく、使いやすい庁舎 子どもも使いやすい庁舎 

バリアフリーに配慮した庁舎 

ワンストップサービスが行われている庁舎

防災 災害時に（いざというときに）頼り
になる庁舎 

防災拠点としての機能を有している 

環境 環境面に配慮がなされている庁舎 省資源、省エネルギー化（屋上緑化、ソーラーシステ

ムなどの導入）を進める

災害時での有効からも配慮を行う

環境面と防災面の抱き合わせ

柔軟性 新しい分野などに対応可能な庁舎 行政のスリム化の進展にも対応可能とする 

事務改善（電子会議の実施や書類の削減など）にも対

応可能とする 

フロアーの間仕切りを可動式にしてどのようなレイア

ウトにも対応可能とする

機構改革への対応や、機能性の高い庁舎

経済性 経済性に優れた庁舎 新システムの導入にあたっては、その有効性、経済性

などをしっかり見極めてから導入する必要がある 

建物のライフサイクルコストについて考慮する 

これまでの市施設の反省点を活かす 

付加価値 誰もが愛着のもてる庁舎 庁舎最上階に展望室を配置する 

市民が憩える機能（食堂や展示室）を備える 

愛着のもてる庁舎 

国分寺の
独自性 

国分寺の歴史・自然に融和した庁舎 国分寺の歴史をデザイン等に活かす 

その他 建築設計・仕様への配慮 設計時に環境などそれぞれの分野の専門的知識を踏ま

えて、（視点から）設計を行うこと。またそのことを仕

様書に入れ込むこと 

これまでの施設の反省点を活かす 

コンパクトシティ（拠点とするものと分散するもの）

検討委員会 基本コンセプト検討素案 

［基本構想］ 
基本理念：１ 参加と協働を進め、市民に開かれた行政運営を行います。 

２ 行政改革を推進し、市民に信頼される行政運営を行います。 
将来像：健康で文化的な都市 ―住み続けたいまち、ふるさと国分寺― 

六つの都市像  まちのデザイン① 市民の意見が反映されるまち 
まちのデザイン② 市民の健康と福祉を守るまち 
まちのデザイン③ 市民が安全・快適に暮らせるまち 
まちのデザイン④ 市民の生命と財産を守るまち 
まちのデザイン⑤ 心豊かな人が育つまち 
まちのデザイン⑥ 活気のあるまち 

［基本計画（国分寺づくり編）］ 
庁舎の建て替え／庁舎建設 

基本目標：市民運営と市民活動及び防災の拠点としての庁舎の建て替えの検討を進めます。 
重点目標１：庁舎のコンセプトづくりに市民参加を積極的に進めます。 

個別目標①：建設にあたって環境等配慮すべき事項、求められる機能を調査検討します。 

個別目標②：市民参加で計画策定を進めます。 

個別目標が達成された状態 

市民の利用性が向上し、環境に配慮されている。 

防災の拠点として機能している。 

バリアフリーに対応した誰でも使いやすい庁舎となっている。 

施策の方向 

防災拠点としての充実を図る。 

市民サービスの向上を図る。 

省資源・省エネルギーを促進する。 

重点目標２：より少ない財源による建て替え計画をつくります。 

個別目標①：財政負担の少ない手法を検討し、財源確保を図ります。 
個別目標が達成された状態 

利用者の立場に立った検討が可能となる。 

自らが建設に携わったことにより市民が利用しやすい庁舎となる。 

庁舎建設における市民参加が市政全般にわたる協働の契機となる。 

施策の方向 

参加と協働を推進する。 

第四次 国分寺市長期総合計画（平成 19年度～平成 28年度） 

現庁舎の課題 
現状の課題 

(1) 耐震性能の不足
(2) 庁舎分散による市民サービスの低下
(3) 市民共有スペースの狭隘
(4) 歩車分離の不足による安全性の欠如
(5) ユニバーサルデザインの欠如
(6) 狭隘な執務環境
(7) 設備の老朽化・陳腐化

庁舎建設に関する事前調査 報告書 平成 18年

（国分寺市長期総合計画／検討委員会基本コンセプト検討素案／ワークショップの記録） 

・庁舎建て替えにおける周辺環境への影響（地下
水脈など）

その他の課題 

ジ
ャ
ン
ル
Ⅰ
［
前
提
条
件
］

国分寺の将

来と新庁舎 

転用可能（多目的）な庁舎 

シンボルとしての庁舎

本来の役所のイメージからの脱却 

新庁舎機能のアイデア 

合併について 

国分寺の将来の“まちづくり”の整合を考慮 

立地条件 候補地のアイデア 

立地選定上、大事にしたいこと 

立地選定上、より深めたいこと 

現用地での建て替え 

財源 

（ 財 源 問

題） 

お金を考える前に、どのような新庁舎にするのか？ 

財源を判断するタイミング 

財源についてＷＳでの共通認識 

儲かる庁舎という考え方は？ 

財政を圧迫させない事業費捻出のアイデア 

財政 

（新市庁舎の

有効な役割と、

総建築費の軽

減との関係）

必要なものだけにお金をかける 

床面積と事業費の関係 

将来を見据えて 

費用の無駄を減らすには？ 

工事費用を安くするには？ 

「庁舎」の視点に絞られた議論 

ジ
ャ
ン
ル
Ⅱ
［
市
庁
舎
の
基
本
機
能
］

環境 国分寺市としての環境

環境からみた建物配置 

エネルギーの効率利用

自然資源の活用 

シンプルな設計

室内の環境 

運営、メンテナンス 

建物に使う素材 

総合的な検証と判断 

その他 

コミュニケ

ーションが

生まれる庁

舎

交流できる場所 

気楽に・気軽に立ち寄れる 

余裕のあるスペース 

便利になる 

便利なスペース 

収益活動 

その他 

災害に強い

安全安心な

庁舎とは？ 

誰でも解り易い建物構成 

低層化とバリアフリー 

事後の緊急時に対応した設備 

地震対応 

インフラ障害時の対応

火災対策 

水害対策 

竜巻、風害対策 

緊急時の対応策を想定 

ソフト面（人と組織）で大事なこと

ジ
ャ
ン
ル
Ⅲ
［
市
庁
舎
の
主
要
機
能
］

市役所機能

の整理と配

置 

フレキシブル（柔軟性があり多様な変化に追随可能な建物）

職員はどこ（どんな場所）でも働ける 

皆が誇れる庁舎にしたい 

２５年後の市役所業務 

本当に必要なものをおきたい 

地域でがんばる 

「来庁舎者」の視点から見えること 

その他 

ワンストッ

プ窓口

不要な手続きを減らす 

ワンストップサービスとは

現庁舎“窓口”のお困りエピソード（課題） 

市職員の職務 

窓口を集約した配置 

市民に開か

れた議会 

開かれた議会 

本会議場などの有効活用 

デジタル情報化 

議会にはこんな部屋が必要です 

その他 

ワークショップの記録

これらを今後、基本計画、基本設計などに活か

していくために、以下のように整理を行う。 

（３）既存計画、記録などから基本理念・基本方針へ

基本コンセプト 

基本理念 

方向性を示します。 

庁舎像 

計画姿勢 

作るもののイメージを示します。 

基本方針 



（４）「新庁舎アイデアワークショップ検討記録」「検討委員会基本コンセプト素案」比較とポイントの整理 

ジ
ャ
ン
ル
Ⅰ
［
前
提
条
件
］

国分寺の将

来と新庁舎 

転用可能（多目的）な庁舎 

シンボルとしての庁舎

本来の役所のイメージからの脱却 

新庁舎機能のアイデア 

合併について 

国分寺の将来の“まちづくり”の整合を考慮 

立地条件 候補地のアイデア 

立地選定上、大事にしたいこと 

立地選定上、より深めたいこと 

現用地での建て替え 

財源 

（ 財 源 問

題） 

お金を考える前に、どのような新庁舎にするのか？ 

財源を判断するタイミング 

財源についてＷＳでの共通認識 

儲かる庁舎という考え方は？ 

財政を圧迫させない事業費捻出のアイデア 

財政 

（新市庁舎

の有効な役

割と、総建

築費の軽減

との関係） 

必要なものだけにお金をかける 

床面積と事業費の関係 

将来を見据えて 

費用の無駄を減らすには？ 

工事費用を安くするには？ 

「庁舎」の視点に絞られた議論 

ジ
ャ
ン
ル
Ⅱ
［
市
庁
舎
の
基
本
機
能
］

環境 国分寺市としての環境 

環境からみた建物配置 

エネルギーの効率利用

自然資源の活用 

シンプルな設計

室内の環境 

運営、メンテナンス 

建物に使う素材 

総合的な検証と判断 

その他 

コミュニケ

ーションが

生まれる庁

舎

交流できる場所 

気楽に・気軽に立ち寄れる 

余裕のあるスペース 

便利になる 

便利なスペース 

収益活動 

その他 

災害に強い

安全安心な

庁舎とは？ 

誰でも解り易い建物構成 

低層化とバリアフリー 

事後の緊急時に対応した設備 

地震対応 

インフラ障害時の対応

火災対策 

水害対策 

竜巻、風害対策 

緊急時の対応策を想定 

ソフト面（人と組織）で大事なこと

ジ
ャ
ン
ル
Ⅲ
［
市
庁
舎
の
主
要
機
能
］

市役所機能

の整理と配

置 

フレキシブル（柔軟性があり多様な変化に追随可能な建物）

職員はどこ（どんな場所）でも働ける 

皆が誇れる庁舎にしたい 

２５年後の市役所業務 

本当に必要なものをおきたい 

地域でがんばる 

「来庁舎者」の視点から見えること 

その他 

ワンストッ

プ窓口

不要な手続きを減らす 

ワンストップサービスとは

現庁舎“窓口”のお困りエピソード（課題） 

市職員の職務 

窓口を集約した配置 

市民に開か

れた議会 

開かれた議会 

本会議場などの有効活用 

デジタル情報化 

議会にはこんな部屋が必要です 

その他 

［利便性］ 
だれにもやさしく、
使いやすい庁舎 

［柔軟性］ 
新しい分野などに
対応可能な庁舎 

［その他］ 

建築設計・仕様への配慮

［国分寺の独自性］ 
国分寺の歴史・自然
に融和した庁舎 

（現用地・泉町候補
地での比較検討） 

（今後検討する） 

［防災］ 

災害時に（いざとい
うときに）頼りにな
る庁舎 

［環境］ 

環境面に配慮がな
されている庁舎 

［経済性］ 

経済性に優れた庁
舎 

［付加価値］ 

誰もが愛着のもて
る庁舎 

・「ユニバーサルデザイン」の意見が出ていない。 

・「窓口手続きの合理化」「窓口サービスの拡充」などを

望んでいる。 

・「執務空間」などについての意見が少ない。 

ＷＳの記録 検討委員会 
基本コンセプト素案 

ポイントの整理 （ＷＳでは…。） 

・「防災拠点としての機能」などについてあまり意見が出

ていない。 

・「事後の緊急時に対応した設備」についていくつか具体

的な意見が出ている。 

・「避難しやすい建物構成」などの意見が少し出ている。 

・「災害に強い建物」などの意見が多い。 

・「災害時の対応策」などの意見が出ている。 

・「フレキシブルな建物」などの意見が出ている。 

・「必要な諸室の整理」などの意見が少し出ている。 

・「本来の庁舎のイメージを脱却」などの意見が少し出て

いる。 

・「事業費の節約」などの意見が多く出ている。 

・「適正な床面積の確保」などの意見が少し出ている。 

・「財政フレームの認識」などの意見が出ている。 

・「交流できる場所」などの意見が出ている。 
・「気楽に・気軽に立ち寄れる」「余剰スペースの活用」

「便利なスペース」などの意見が出ている。 

・「国分寺の独自性」などの意見が少ない。 
・「国分寺市の将来像」などの意見が少し出ている。 

・「建築設計、仕様への配慮」などの意見は少ない。 

・「立地選定における条件」などの意見が出ている。 

・具体的な「候補地」が出ている。

・「コンパクトシティの考え方を整理」などの意見が少し

出ている。 

・「市民に開かれた議会」などの意見が多く出ている。 

・「庁舎の一部を使っての収益活動」などの意見が少し出ている。 

・「地域との連携」などの意見が少し出ている。 

・出ている意見は以下の通り。

国分寺市の環境とは「武蔵野の緑、湧水」「崖線の景観」

「周辺環境に配慮した庁舎」「緑に囲まれた建物」

「自然エネルギーの効率利用」

「自然資源の活用」

「シンプルな建物≒低い建物」（少ない意見）

「ライフサイクルコストに配慮」（多い意見）

「その他の意見」（多い意見）

「費用対効果の検証が必要」 など。

・「延焼遮断帯となる緑地帯」の意見は出ていない。（検討委員

会では出ている。） 
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（２）市長表明（平成１９年１２月） 

平成 19 年 12 月に市長から「庁舎計画の今後の方向性について」の表明がなされ、５年間（仮庁舎

のレンタル期間）での完成を目標とした検討、議論を行ってきました。 
しかし，平成 20 年第 1 回定例会（平成 20 年 3 月）において、市長より市財政の動向などの理由か

ら新庁舎建設の延伸が表明され、平成 19 年 12 月での「庁舎計画の今後の方向性について」の表明は

白紙に戻すことになりました。 
以下のものは、延伸、白紙前に表明された「庁舎計画の今後の方向性について」の内容です。 

 
 

庁舎計画の今後の方向性について   

平成 19 年 12 月 12 日 

市長  星 野 信 夫 

 

庁舎計画については，今議会の一般質問以降，12 月 3 日及び 12 月 10 日の

「庁舎計画等対策本部」において議論してまいりました。本部において，「建

設場所」及び「建設手法」の結論には至りませんでしたが，今後の方向性を

確認することができました。その内容を申し上げます。 

 

１ 庁舎の位置について 

■現在までの検討では，泉町の都有地が望ましいと考えられる。したがっ

て，今後は，泉町の都有地を中心に検討を進める。検討にあたっては，

市財政の動向，市民の意見，議会の審議等を十分踏まえるものとする。 

 

２ 建設手法について 

■現在までの検討では，ＤＢ（デザイン・ビルド）ＤＢＯ（デザイン・ビ

ルド・オペレート）が望ましいと考えられる。したがって，今後は，こ

の手法を中心に検討を進める。 

 

３ 庁舎が移転した場合の跡地利用計画について 

■現庁舎用地の活用については，市民の意見を十分踏まえた土地利用計画

を策定することが必要である。また，財政的には，定期借地権による土

地利用が望ましいと考えられる。したがって，今後は，定期借地権によ

る土地利用を中心に検討を進めるものとする。 

 

以上ですが，私としても，今後はこの方向性の確認に沿って検討を進めてま

いりたいと考えております。 

 

※ＤＢ（デザイン・ビルド）とは，ＤＢＯ（デザイン・ビルド・オペレート）に関しましては，本

編 27 頁を参照ください。 

（３）当初考えていたスケジュールと進め方 
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（４）「耐震改修が困難」と判断した理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








